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先日の学習発表会に対するご感想がたくさん寄せ

られました。「素晴らしかった」、「感動した」、「感激

した」などの賞賛する内容がほとんどでしたが、「後

の方では声が聞こえなかった」、「イスの席からでは

ステージから下がった所の演技が見えなかった」、「卒

業生の鑑賞マナーが悪い」、「暖房を増やしてほしい」

などの指摘もありましたので、「来年の学習発表会も

期待している」という多くの声に応えられるように

改善したいと思います。
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『心身ともにたくましく『心身ともにたくましく『心身ともにたくましく『心身ともにたくましく

人間性豊かな児童の育成』人間性豊かな児童の育成』人間性豊かな児童の育成』人間性豊かな児童の育成』

学
習
発
表
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当
日
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で
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家
庭
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毎

日
頑
張
っ
て
台
本
の
練
習
を
し
た
り
、
発

表
の
内
容
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つ
い
て
話
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り
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が
っ
た

り
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分
の
子
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も
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頃
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発
表
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こ
と

を
話
し
た
り
、
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子
で
話
す
機
会
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り
ま
し
た
。
学
習
発
表
会
を
終
え
て
、

「
来
週
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ら
何
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頑
張
ろ
う
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？
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が
一
つ
減
っ
た
よ
」
と
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す
言
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に
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ょ
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ぴ
り
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感
じ
ま
し
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が
、
来
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て
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よ
し
、
来
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の
発
表
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い
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等
と

ま
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一
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大

き
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い
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。
「
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人
が
仲
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と
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が
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け
た
」
学
習

発
表
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
楽

し
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で
す
。（
５
年
保
護
者
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低
学
年
の
発
表
は
可
愛
ら
し
く
、
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
！
特
に
、
体
を
使
っ
て
表
現
し

た
り
、
ソ
ロ
で
歌
を
披
露
し
た
り
と
、
物
怖
じ

せ
ず
堂
々
と
し
た
発
表
に
感
動
し
ま
し
た
！
中

学
年
の
合
唱
は
、
一
人
一
人
の
将
来
の
夢
を
力

強
く
発
表
し
て
い
て
、
震
災
を
乗
り
越
え
て
未

来
に
夢
を
抱
い
て
い
る
一
生
懸
命
な
姿
に
元
気

を
貰
い
ま
し
た
！
高
学
年
は
、
長
い
セ
リ
フ
も

ス
ラ
ス
ラ
と
言
え
た
り
、
会
話
の
間
の
取
り
方

な
ど
学
年
の
一
体
感
が
伝
わ
っ
て
き
て
安
心
し

て
見
て
い
ら
れ
、
流
石
だ
な
と
思
い
ま
し
た
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子
供
た
ち
の
頑
張
り
も
で
す
が
、
先
生
方
の
効

果
音
や
小
道
具
な
ど
細
か
い
準
備
な
ど
も
す
ご

い
！
と
感
動
し
ま
し
た
。
来
年
の
学
習
発
表
会

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。（
４
年
保
護
者
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全
学
年
と
て
も
完

成
度
が
高
く
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

劇
の
中
に
歌
や
踊
り

が
あ
っ
た
り
、
笑
い

も
あ
り
、
昨
年
も
楽

し
く
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
昨

年
以
上
に
良
か
っ
た

で
す
。

合
唱
も
き
れ
い
な

歌
声
に
聞
き
惚
れ
ま

し
た
。
ま
た
来
年
が

楽
し
み
で
す
。

（
３
年
保
護
者
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少
な
い
練
習
時
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
学
年
も
素

晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。
合
唱

も
合
奏
も
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い

く
ら
い
で
し
た
。

作
品
の
方
は
習
字
や
工
作
な

ど
、
み
ん
な
の
力
作
が
見
ら
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。

先
生
方
も
お
忙
し
い
中
で
の

ご
指
導
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年
も

楽
し
み
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
４
年
・
６
年
保
護
者
）

１
，
２
年
生
の
可
愛
い
演
技
、

３
，
４
年
生
の
夢
の
発
表
、
堂

々
と
し
て
い
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

５
，
６
年
生
と
も
な
る
と
さ

す
が
に
貫
禄
も
あ
り
、
ど
の
学

年
も
見
応
え
が
あ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

残
念
だ
っ
た
事
は
、
時
間
の

都
合
で
作
品
展
を
見
ず
に
帰
っ

て
き
た
事
で
す
。

来
年
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
１
年
・
３
年
保
護
者
）

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
２

年
生
は
、
子
ど
も
た
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
ふ

れ
る
発
表
で
、
心
が
ほ

ん
わ
か
あ
っ
た
か
く
な

り
、
ス
テ
キ
で
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
、
教

え
た
り
、
教
え
ら
れ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
笑
い
合

っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

６
年
生
は
、
少
々
む

ず
か
し
い
物
語
で
し
た

が
、
努
力
し
、
う
ま
く

作
り
上
げ
て
い
た
と
思

い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り

６
年
生
。
こ
れ
ま
で
６

年
間
の
成
長
が
感
じ
ら

れ
、
感
動
し
ま
し
た
。

我
が
子
を
た
く
さ
ん
、

た

く

さ

ん

誉

め

ま

し

た
！先

生
方
あ
り
が
と

う
！
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
！
！

（
２
年
・
６
年
保
護
者
）



11 月 9 日、○○君(6 年)と○○さん(5 年)が「将来の夢

と夏井の未来」と題して、堂々と発表しました。

【○○○○君】

フェラーリという車のメーカーを知っていますか。フェラーリは、有名な、イタリ

アのスポーツカーのメーカーです。真っ赤なボディに、跳ね馬のエンブレム。そして、

エンジンの高い音。それは、車好きのぼくにはたまりません。

ぼくの夢は、大好きなフェラーリのような、かっこいい車のデザイナーになること

です。カーデザイナーについて調べてみると、自動車メーカーや工業デザイン事務所

にしゅう職して働くのが、普通だそうです。この仕事は見た目だけでなく、インテリアや内装もデザインします。また、そ

の時代やメーカーからの要望などを形にしていくので、細やかな感性、イメージをくわしく具体的にする知識が必要です。

時代を先取りしていく仕事なので、柔なんな発想と広い視野が求められるそうです。必要な知識は、主に工業デザインの技

術と色彩感覚です。そのために、ときどき描いている自分なりに車の絵を描くことを、毎週一台ずつ描いていきたいと思っ

ています。それと、車雑誌などを見て、今の時代はこんな形が多いなどと想像し、時代をうまく先取りしていけるようにし

たいです。そして、世界に認められる「軽量かつ運転しやすいスポーツカー」をデザインできるようになりたいです。

もう一つは、やさしい車をデザインすることです。自然にやさしく、お年寄りにもやさしい車をつくりたいです。ぼくが

暮らしている夏井は、自然が豊かで、お年寄りがたくさん生活しています。そのような夏井が、何十年たっても、自然が豊

かで安全に生活できる町であってほしいからです。今考えているのは、風力で自動的に発電して走るエコカーやボディに色

々なセンサーを取り付けて走る全自動運転の車です。できれば、ぼくが夏井に住んで、インターネットでデザインを送り、

その車にお母さんや夏井の人たちが乗って走ることになったらいいなと思っています。

カーデザイナーになるために、大学に行くことになると思うので、夏井を離れることになりますが、いつかは夏井に帰っ

てきて、世界から注目されるような車をつくる人になりたいです。

【○○○○さん】

私の将来の夢は、キャビンアテンダントになることです。

きっかけは、テレビ番組で、飛行機で働く人の仕事について、紹介しているのを見た

ことです。それまでは、まったく興味がなかったのですが、英語をスラスラと話して

いるすがたや、お客さんへの優しい気配り、そして何より、雲の上で、仕事をてきぱ

きとこなしているすがたを見て、すごくあこがれました。

今の私と比べると、まだまだ必要なことがたくさんあります。私は、４年生の３学期から、児童会執行部として働いてい

ます。代表委員会の準備をしたり、休み時間にも話し合ったりして大変ですが、その分、やりがいも感じています。キャビ

ンアテンダントのように、みんなのことを考えながら行動しなきゃいけないところは、これからの生活にも生かせる部分だ

と考えています。また、学校では、一か月に一回、私たちに英語を教えるために、アメリカ人の○○○先生が来てくれます。

○○○先生との授業はとても楽しいですが、英語の勉強が、少しむずかしいときもあります。でも、これからも英語の勉強

を楽しみながら、少しでも早く英語を話せるようになりたいです。そして、今から約十年後には、英語で会話ができて、仕

事はてきぱきとこなし、だれにでも優しくて、小さい子どもからも「かっこいい。」と言われるような、キャビンアテンダン

トになりたいです。

しかし、この夢をかなえるためには、夏井を離れて、遠くに勉強をしに行かなければならないかもしれません。夏井には、

たくさんのいいところがあります。豊かな自然、昔から引き継がれている伝統芸能、地いきのみんなが集まるこの公民館、

ここで行われる、今日のようなイベント。夏井にはたくさんのよさがありますが、その中でも、私は、おばあちゃんやおじ

いちゃんなど、地いきの人たちみんなの仲がいいところが、夏井のよさだと思います。みんないつも笑っていて、気軽に話

しかけたり、いっしょに遊んだりするところも、私は大好きです。たとえ私が、この夏井を離れたとしても、こんな夏井が

ずっと続いてほしいと思います。そして、帰ってきたときに、いっしょに話す地いきの人たちが、みんな元気でいてほしい

です。これからも、私は、この夏井の中で、たくさんのことを経験すると思います。その中でも、人と人とのつながりを大

切に、自分の夢に向かって成長していきたいです。そして、いつか、夏井のみなさんに、何らかの形で、おん返しができれ

ばいいなと思っています。


